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アクリル酸メチル
C4H6O2

［CAS No. 96-33-3］
許容濃度 2 ppm（7.0 mg/m3）
感作性物質（皮膚，第 2群）

1．物理化学的性質1, 2）

別名：アクリル酸メチルエステル；プロペン酸メチ

ル； Methyl acrylate; Acrylic acid, methyl ester;

Methyl propenoate; Methyl-2-propenoate; Methyl prop-

2-enoate; Methoxycarbonylethylene; Propeonic acid,

methyl ester; 2-Preopenoic acid, methyl ester．

無色透明の揮発性の液体で酸臭がある．嗅覚の下限値は，

4.8 ppbである 3）．分子量86.09，比重 0.925（25/25℃），

沸点80.0℃，凝固点＜－75℃，引火点－1.5℃，爆発限

界 2.8–25％．蒸気圧 70mmHg（20℃），溶解性：アル

コール，エーテルなど有機溶剤に可溶．水に微溶

（60 g/L）．重合しやすく，酸化性物質と激しく反応する．

重合禁止剤としてハイドロキノン等を15–300 ppm含有

する．

2．主な用途1, 4）

2001年における国内生産量はアクリル酸エステル

（メチル，エチル，ブチル，2-エチルヘキシル）として

約71.4万トンである．アクリル繊維，繊維加工，塗料，

紙加工，接着剤，皮革加工，アクリルゴムの製造に使わ

れている．

3．吸収，代謝，排泄

モルモットに14C-アクリル酸メチルを投与して全身オ

ートラジオグラフィを行なった実験5）では，胃内に投

与した2時間後には体内臓器や脳に分布し，その後速や

かに体内から消失し，16時間後には消化器の粘膜に残

存が見られたのみであった．経口投与では，投与量の

14％，腹腔内投与では30％，経皮投与では5％が尿中

からチオエーテルとして排泄された．腹腔内投与におけ

る尿中からの代謝物の排泄は，最初の24時間で21％，

次の48時間で1.6％であった．皮膚に塗布した場合，皮

膚からの吸収は低く，その部位に浮腫，壊死が見られた．

ラットの腹腔内および経口投与においても，速やかな吸

収，分布，排泄が報告されている6）．主な排泄経路は呼

気と尿で，CO2として呼気から54％が排泄され，次い

で尿からメルカプツール酸抱合体であるN-acetyl-S-- (2-

methylcarboxyethyl) -cysteineおよび N-acetyl-S-- (2-car-

boxyethyl) -cysteineとして40％が排泄される．

4．動物における毒性情報

（1）急性毒性2, 7）

LD 50：ラ ッ ト 経 口 300mg/kg，マ ウ ス 経 口

827mg/kg，ウサギ経口200mg/kg
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ウサギ経皮1243mg/kg，

LC 50：ラット1350 ppm（4時間曝露，24時間観察）

（2）亜急性および慢性毒性

SDラットに110±5 ppmのアクリル酸メチルを1日4

時間，週5日，32回曝露した実験7）によると，曝露の

当初において眼への刺激を示す動作が見られたが，コン

トロール（12匹）および曝露群（12匹）において死亡

は見られなかった．終了時の解剖では，腫瘍や体重増加

に異常は見られず，中枢神経毒性症状や呼吸器症状もみ

られなかった．また，血液生化学的検査の結果もコント

ロールと曝露群で差は見られなかった．

SDラットに0, 15, 45, 135 ppmのアクリル酸メチルを

1日 6時間，週5日，24ヵ月曝露した実験8）によると，

15週以降，135 ppm曝露群（雌雄）の体重増加率は他

の群に比べると有意に低かった．血液生化学的検査およ

び尿検査において曝露に由来する変化は見られなかっ

た．角膜の血管新生や白濁は濃度および期間依存性に増

加した．24ヵ月後では，全ての曝露群で角膜の白濁が

有意に増加していた．組織学的検査では，鼻粘膜の異常

が見られている．15 ppm群では，雄のラット数匹に嗅

上皮の軽度な萎縮が見られ，45および135 ppm群では，

ほぼ全てのラットにおいて鼻腔前半部における嗅上皮の

消失が起こっていた．喉頭，気管および肺における刺激

性変化は全ての曝露群で見られていない．以上のことか

ら，最小毒性量（LOAEL）は15 ppmとされている．

（3）発がん性

SDラットに0, 15, 45, 135 ppmのアクリル酸メチルを

1日 6時間，週5日，24ヵ月曝露した実験8）によると，

15および45 ppm曝露の雄において白血病の発生が高く

なっていたが，135 ppm群では発生がなかったことから

曝露由来とは考えられないとされた．以上のことから，

アクリル酸メチルによる発がんは見られなかったと結論

された．

（4）変異原性，遺伝毒性

細菌を用いた変異原性試験では，代謝活性化の有無に

かかわらず陰性であった9）．哺乳動物細胞を用いた in

vitro実験10, 11）では，マウスL5178Y細胞のTK+/－ア

ッセイでは染色体異常を示す小コロニー変異体が誘発さ

れているがAS52/XPRTアッセイおよびCHO/hgprtア

ッセイでは陰性であった．マウスの骨髄小核試験は陰性

であった9）．アクリル酸メチルの遺伝毒性は，点突然変

異でなく染色体の損傷によって起こると考えられるが，

この変化は in vitroのみで見られている12）．

（5）生殖発生毒性

SDラットにおいて生殖毒性試験が報告されている13）．

25, 50, 100 ppmのアクリル酸メチルを妊娠6–20日に1

日 6時間曝露した結果，母獣の体重増加が 50および

100 ppm群で抑制されていたが，死亡は見られなかった．

着床部位，生存胎児数，死亡着床数と吸収，および性比

については，曝露の影響は見られなかったが，胎児の体

重が曝露濃度の上昇につれ低くなり，100 ppm群では有

意な低下となっていた．奇形は100 ppm群の1匹に見ら

れたが，外表，臓器および骨格の異常の発生率はコント

ロール群と差がなかった．無毒性量（NOAEL）は

50 ppmと算出されている．

5．ヒトにおける情報

1）急性毒性

RTECS14）によると，最小毒性濃度（TCLo）は

75 ppmで，嗅覚と眼とに対する影響とされている．

事故により，皮膚炎を起こした例が報告されている15），

アクリル酸メチル原液を誤って左脚と長靴の中にかけた

作業者は，8日後に左足首に発赤，痛み，水泡を発見し

た．翌日皮膚科を受診したが，特に処置はされなかった．

事故の17日後に，アクリル酸メチルに再び曝露したと

ころ，その翌日に湿疹が首と顔面の上部に発生し，空気

中のアクリル酸メチルによる全身性接触皮膚炎と考えら

れた．この作業者は同工場に15年勤務しているが，ア

クリル酸メチルを取り扱ったのは3ヵ月前で，その工程

での取扱は月に2回であった．他のアクリル酸エステル

は作業者が働く工場では使われていなかった．事故から

2ヵ月後に行なったプリックテストは陰性であったが，

パッチテストは，0.1, 0.32, 1.0％の濃度のいずれも陽性

であった．また，アクリル酸エチル，アクリル酸ブチル，

ヒドロキシエチルアクリル酸，ジアクリル酸ブタンジオ

ール，ジアクリル酸ジエチレングリコール等にも反応し

た．これらが交叉反応なのか，原料中の不純物だったた

めなのかは不明である．

アクリル酸メチルをコーン油に溶解した20％溶液を

皮膚に塗った実験では，30名中10名に刺激反応が見ら

れ，22名中2名にアレルギー性の反応が見られている16）．

2）慢性毒性

工場労働者など 13名が，2週間の曝露中断後に，ア

クリル酸メチルの8週間曝露とその健康影響についての

調査に参加した結果がACGIH2）に報告されている．そ

れによると，最も高濃度曝露作業群においては，12時

間労働における個人曝露濃度の平均が2ppm，定点サン

プリングの平均5.4 ppm（範囲：0.6–17.2 ppm），ピーク

濃度（複数測定）の最高値が「サンプリング」時で

115 ppm，「阻止剤投入」時で 122 ppmであった．曝露

調査の前後に眼科医により角膜の変化が検査されたが，

全員に著変は見られなかった．全ての参加者が弱から中

程度の眼瞼炎と結膜炎を8週間曝露の最初から最後まで

示していた．また，参加者は症状の発現とその程度を日

誌に記録しており，症状がでる度毎に3回ピークフロー

を測定し記録した．目の刺激の頻度は高濃度曝露群では

4.4/100 person daysと低濃度群（1.4/100 person days）
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より高かったが有意ではなかった．疲労感以外の自覚症

状は頻度・強度とも低かった．曝露の前，中間および最

後にスパイロメトリーおよびメサコリンテストがなされ

た結果，参加者の50％に曝露前の時点で気道過敏性が

見られていたが，肺活量には異常が見られなかった．中

高濃度群におけるピークフローの低下は 0.02％±

0.008％と算出され，低濃度群よりも低下しており

（p＝ 0.06），オッズ比は 1.4（95％ CI： 0.77–2.6）であ

った．

化学工場における疫学調査が報告されている17）．ア

クリル酸エステルなどの製造工場においてアクリル酸メ

チル，アクリル酸エチル，アクリル酸ブチル，メチルメ

タクリル酸，アクリロニトリル，スチレン，ベンゼンお

よびトルエンに曝露している労働者60名と曝露してい

ない労働者60名を 1992年から 8年間前向きに追跡し，

健康影響に関する91項目（自覚症状，スパイロメトリ

ー，血液生化学的検査，免疫学的検査，腫瘍マーカー）

を毎年調査した．曝露群のアクリル酸エステルの平均曝

露期間は13± 5年であった．上述の取扱物質の曝露濃

度は非常に低く，いずれの物質も95％が5mg/m3以下

の曝露で，アクリル酸メチルの曝露濃度は 99％が

5mg/m3以下であった．曝露群の訴えで最も多いのは

眼と咽喉の刺激で，曝露群では訴えは40％に見られた

が，コントロール群では20％であった．曝露濃度が比

較的低く，散発的に許容値を越える様な曝露下のアクリ

ル酸エステル製造作業者では，自覚症状を除くと健康指

標に異常は見られなかった．

2）発がん性

ヒトにおける報告は見当たらない．

6．諸外国における規制値または勧告値

米国 ACGIHは許容濃度として 2ppm（7mg/m3）

（SEN：感作）を設定している2）．

ドイツはMAKとして 5ppm，18mg/m3を設定し，

局所刺激があることからMAKの1倍の濃度を天井値と

し，アレルゲンリストに登録し，感作性（Sh）の表示

をしている18）．

7．提案

アクリル酸メチルの毒性として問題になるのは刺激性

と感作性である．

ACGIH2）によると，12h-TWA濃度 2ppm・最大ピ

ーク濃度122 ppmの曝露を8週間受けた場合，目の刺激

やピークフローの低下が起こるが有意ではなかった．ま

た，Tucek17）によると，アクリル酸エステル類の曝露

が5mg/m3（1.4 ppm）以下である作業場では，健康影

響は見られていない．

以上，アクリル酸メチルによる健康影響は2ppmま

では見られていないと考えられることから，許容濃度と

して2ppm（7mg/m3）を提案する．また，皮膚への感

作性が報告されていることから，皮膚感作性物質2群に

分類する．
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発がん物質暫定物質（2004年度）
の提案理由
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許容濃度等に関する委員会
─────────────────────────

コールタール
コールタールピッチ揮発物
発がん物質分類　第 1群

1．物理化学的性質

コールタールは石炭を高温乾留した際に生じる油状物

質で，比重1.1～1.2，主として多環芳香族炭化水素から

なり，ナフタレン5～15％，ベンゼン0.3～ 1％，フェ

ノール0.5～1.5％，ベンゾ[a]ピレン（B [a ] P）1～3％，

フェナトレン3～8％を含有している1）．コールタール

ピッチはコールタールを分別蒸留した際の蒸留残留分

で，留分（揮発性成分）のごく一部が残存し，約10％

の多環芳香族炭化水素を含んでいる．また，蒸留中に重

合・分解・炭化などの反応で新たに生成した成分も含

む．色は黒から暗茶色．ピッチに熱が加えられると中に

含まれている多環芳香族炭化水素などが揮発あるいは飛

散し，これらを総称してコールタールピッチ揮発物と呼

ぶ2）．ナフタレン，フロランテン，アントラセン，アク

リジン，フェナトレンなどの比較的低分子の多環芳香族

炭化水素は気中に昇華する一方，ベンゾ [a]ピレンなど

の比較的高分子の多環芳香族炭化水素はタール粒子やヒ

ューム中に多い3–5）．

2．使用用途と職業性曝露源

コールタールは，かつてコーティング・塗料あるいは

屋根や舗装のベースとして，さらには炭素電極の支持材

として用いられていた．現在は，コークス炉作業やター

ル系塗料の製造・取り扱いなどの作業において曝露の可

能性がある．

3．バックグラウンド

嵐谷6）らは1981年から82年にかけて北九州市の大気

総粉塵濃度およびそのベンゼン可溶成分重量を調べ，そ

れぞれ55.3～220.6 µg/m3，5.4～17.0 µg/m3と報告して

いる．総粉塵中のベンゼン可溶成分は，重量比で5.5～

16.0％となる．Kuoら 7）は 1994年 9月から1995年 8月

にかけて台中市（台湾）における大気中総粉塵量とその

アセトン可溶成分重量を求め，月平均値がそれぞれ

112.7～ 298.5 µg/m3および20.9～ 72.2 µg/m3（粉塵中の

アセトン可溶成分の重量比は9.3～ 26.9％）であったと

報告している．
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